
第76回国民体育大会山形県予選会兼第48回東北総合体育大会山形県予選会 

フェンシング競技実施要項 

 

１ 日 程   令和 3 年 7 月  9 日（金）14:00～17:00  会場準備・用具検査受付 

令和 3 年 7 月  9 日（金）16:00～       監督会議 

令和 3 年 7 月 10 日（土） 9:00～       種目開会式 

令和 3 年 7 月 10 日（土） 9:30～       競技開始 

令和 3 年 7 月 11 日（日） 9:00～       競技開始 

 

 

２ 会 場   米沢市営体育館 

 

３ 種 目   成年男女 個人（フルーレ、エペ、サーブル） 

         ※上位大会へはフルーレの他、男子エペ・女子サーブルが対象 

少年男女 個人（フルーレ） 

 

４ 参加資格及び人数 

① 山形県大会実施要項(総則７)による。 

② 令和３年度の山形県フェンシング協会、日本フェンシング協会登 

録者並びに出場を認定された者であること。 

③ 少年男女個人フルーレ参加者は中学３年生以上とする。 

④ 選手は健康診断を受け、健康であることを証明された者であること。 

⑤ 参加する監督・選手は国体傷害保険に加入しなければならない。 

 

５ 競技の規定及び方法 

① 試合規則は日本フェンシング協会が定める競技規則に準じる。 

② 一部山形県フェンシング協会が定める競技規則に準じる。 

③ 東北総体及び国民体育大会への出場選考基準は、本協会強化本部が5月

末日までに山形県フェンシング協会ＨＰ等で事前に周知する。 

 

６ 参加申込  ① 総則により協会事務局あて1部送付する。 

② 申込〆切  6月17日（木）必着 

③ 参加料は必ず申込書と同時に現金か指定する口座に振り込むこと。 

送金がない場合は正規の受付としない。 

 

７ 参加料 本大会に参加する監督・選手は、次の参加料と傷害保険料を納付すること。 

イ 成年 2,000 円〔参加料1,500 円（ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ募金250 円、ｽﾎﾟｰﾂ振興募金100 

円を含む）＋保険料500 円〕 

ロ 少年 1,500 円〔参加料1,000 円（ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ募金170 円、ｽﾎﾟｰﾂ振興募金100 

円を含む）＋保険料500 円〕 



ハ 少年の監督は少年扱いとする。ただし、少年の監督と成年の選手を同一競 

技内で兼ねる場合は成年選手の参加料とする。 

 

８ 宿泊について  

      2021年度山形県スポーツ・文化関係大会宿泊要項に従い、大会事務局を通さ 

ず、学校等の団体が直接宿泊施設に申し込むこと。 

 

９ 参加及び参加料送金先 

〒992-0012 山形県米沢市金池３－１－１４ 

置賜総合文化センター内  

米沢市教育委員会 スポーツ課 松元隆 あて 

Mail: hosttown@city.yonezawa.yamagata.jp 

℡ 090-5350-2186 

       <振込先> 山形銀行 米沢市役所出張所 普通 口座番号１７２８１２ 

口座名 山形県フェンシング協会事務局 松元隆 

 

１０ その他  宿泊先、会場でのゴミの分別収集にご協力ください。 

（持ち帰りを原則とする） 

新型コロナウイルス感染症対策のマニュアルは別に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 

国民体育大会・東北ブロック大会 選手選考方針について 

 

◆監督資格について 

  指導者資格を有する者が監督を務める必要がある。 

＜有資格者一覧＞ 

 男性 小原秀樹（米沢東高校教員） 高田和典（米沢興譲館高校教員） 

    岡村悦男（高畠高校教員） 岩倉 隼（（株）イワキ） 

    戸田顕崇（宮内中学校教員） 近野洋平（糠野目小学校教員） 

 女性 市川倫子（アプルス）  梅津春香（安全自動車株式会社） 以上８名 

 

 

＜少年男子・少年女子＞（国体出場枠：少年男子２県、少年女子３県／６県） 

 選考方法としては、国体県予選の順位を主な基準として決定する。 

 

 

＜成年男子・成年女子＞ 

１ 成年男子（国体出場枠：ストレート） 

 県予選会では本国体種目であるフルーレとエペの２種目のポイント制とするが、ストレー

ト競技であり、一昨年度エペで８位入賞した実績から、本国体エペでの入賞を期待し、本年

度はエペのポイントを１．５倍にするものとする。 

２ 成年女子（国体出場枠：２県／６県） 

 県予選会では本国体種目であるフルーレとサーブルの２種目のポイント制とするが、過去

の実績から、本国体では主にフルーレでの入賞を期待し、本年度はフルーレのポイントを１．

５倍にするものとする。なお、今年度のミニ国体ではフルーレ１位、サーブル２位以内を

確保し、総合２位以内を目指す。 

 

※１ 県予選会における決勝順位の決定については、以下の順で上位とする。なお、少年男

女の決定戦において、３位と４位の選手を含む同じ勝数の選手が存在した場合は、同勝

数選手による決定戦を行う。 

①勝数の多い者  ②突数／被突数の大きい者 

③突数の多い者  ④上記すべてが同じ場合は決定戦を行う 

※２ 獲得ポイントについては、各種目１位 10点、２位８点、３位６点、４位４点、 

   ５位２点、６位１点とする。 

※３ 少年男女の監督は、成年男女の県予選会に出場した者からは選出できない。 

 


